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お お し く
赳赳にして威を揚げ武を耀かせ，悪









































































































































































































































































































こ ん に ち
日箇官を加え賞を賜い，一斉に拝
謝して周を尊ぶ。
題目　伍子胥懐冤雪恨
正名　楚昭公疎者下船
解題
元代文学を代表する文学ジャンルは「元曲」であると言われる。「元曲」とは，散曲
と雑劇の総称する韻文学である。元曲については本訳注稿前篇の注に一部記したが，こ
こで改めて述べておきたい。「元曲」は「曲」とあるごとく，音楽に付随している。先
にメロディがあり，メロディごとに，句数や句ごとに字数，平仄があらかじめ決められ
ており，その規則に合わせて文字を当てはめていく。さらにメロディは，「宮調」（西洋
音楽の調性に類するもの）と呼ばれるグループに分類されている。本劇第三折の冒頭の
曲を例にすれば，【中呂】というのは【中呂宮】というグループの【粉蝶児】という曲
である。【粉蝶児】は全 8句，8句それぞれの字数は，「4。7。7。3・3・4。4。7。」で
ある（鄭騫『北曲新譜』に拠る。数字の後ろの「。」は句末押韻，「・」は非押韻字を示
す）。宮調ごとにメロディの配列順が決まっており，その複数の曲を連ねたものを「套数」
といい，1曲のみのものを「小令」（小唄・端唄の類）と呼ぶ。
雑劇は，この曲を用いた演劇で，原則全四幕，すなわち「套数」を四つ連ねて構成さ
れ，一つの套数からなる幕を「折」という。必要に応じて，「楔子」と呼ばれる短い幕
が付け加えられることもある。雑劇は曲を用いている以上，歌劇であるが，歌唱するの
は「一人独唱」，主役の一人だけで，男性役が主役なら「正末」，女性役が主役なら「正
旦」と呼ぶ。日本の歌舞伎などと同じく役柄があり，雑劇の場合，男性役が「末」，女
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性役が「旦」，敵役が「浄」，皇帝役が「駕」などがある。
「楚昭公疎者下船」雑劇のテキストについて，説明しておきたい。今回訳注を施した
脈望館抄本は，明の宮廷で上演するにあたり，検閲のために作成された台本，つまり内
府本にもとづくテキストである。脈望館とは，明代中期の人趙琦美（1563～1624）の書
斎名で，彼が万暦 40～45（1612～17）年の間に抄写したとされている。内府本は宮中
での上演に供するために，例えば，本作のように「楚昭王」を「楚昭公」に書き換えた
り，不適切な曲を削除したりするなどの手を加えている。また，末尾には穿關といって，
衣裳の詳細を登場の途次ごとに記したものを伴っている。脈望館抄本は，おそらく趙琦
美が写字生を雇って抄写させたものと考えられるが，趙琦美自身が校正をした書き入れ
が散見される。本訳注稿では，本文が明らかに誤っている場合は書き入れにしたがった
が，それ以外の別本に基づくと思われる書き入れについては反映しなかった。脈望館抄
本の最後には，趙琦美が校正した日付が記されており，本作では「内本録校時／万暦
四十四年丙辰二月廿八日清常趙琦美識」とある。
異本には二種類のテキストがある。一つは，いわゆる「元刊雑劇三十種」に含まれる
元刊本である。元刊本の特徴としては，序文や刊記等がないため，刊行に関する情報が
ほとんど得られないこと，また，本文はほぼ曲辞のみで，せりふ・ト書きの類は非常に
少ないために，内容を理解することに困難を来す場合があることなどを挙げることがで
きる。そのような「不備」があるものの，中国演劇史における現存する最も古い完全な
脚本として，資料的価値が非常に高い。
もう一つは，『元曲選』に収録されるテキストである。『元曲選』（『元人百種曲』とも
いう）は，臧懋循（1550-1620）が雑劇を百種集め，万暦 43・44年（1615・1616）の二
回に分けて刊行した戯曲集である。臧懋循は収集した雑劇に対して，彼独自の判断で徹
底的に修正の手を入れているため，本来の姿とは異なる部分がある点は注意を要する。
ただ，本集にのみ伝わる作品も多く，雑劇を研究する上で重要な資料の一つとなってい
る。
以上，三種のテクストに見えるそれぞれの違い，特に結末における相違について，以
下に簡単に示しておく。元刊本では，結末で昭王（元刊本では「王」となっている）は
継室とその間に生まれた子を伴って登場し，亡くなった正妻と子のために碑を建てて
弔って終わる。脈望館抄本・元曲選本では，正妻とその子は龍神に助けられ，物乞いを
3年（元曲選本は半年）続けて昭公と再会し，継室とその子ともども再会を喜び合って
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終わる。なぜこのような違いが生じたのかについては推測するしかないが，「楚昭公疎
者下船」劇以外でも，元刊本はしばしば主人公が非業の最期を遂げる悲劇的な結末で終
わるものが多い。それは，祭祀演劇，また鎮魂演劇の要素が強いためであると説明され
ることもある。一方，明代のテキストは，脈望館抄本がもともと宮廷内の上演に供した
ものであるように，皇族の御前で演じるにふさわしい改編が施され，『元曲選』所収の
テキストは，脈望館抄本の不合理な点を改めたことがわかる。
本劇に見える親しくない者を見捨てるというモティーフについて，中務哲郎氏がヘロ
ドトス『歴史』に見える話柄を紹介している57。ここでは，ダレイオスに捕らえられた
インタプレネスの妻が，夫や子供ではなく兄弟の命を助けてほしいと懇願している。「楚
昭公疎者下船」雑劇と類似する話として指摘しておく。
※前回の前篇（「脈望館鈔本「楚昭公疎者下船」雑劇訳注稿（前篇）」）について，以下
の補注をしておく。
92ページ 3行目本文「古云『両国相持，不斬来使。』」:
交戦中は使者を斬らないというのは，『春秋左氏伝』襄公十一年に「書曰『行人』，言
使人也。」とある文に付された杜預の注に，「古者兵交，使在其間，所以通命示整。或執
殺之，皆以為譏也。」とあるのが参考になる。
57　中務哲郎『物語の海　ギリシア奇譚集』岩波書店，1991年。14～ 15頁「妻の選択」
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脉望馆抄本《楚昭公疏者下船》杂剧译注稿 后篇
土屋　育子・高崎　骏士・室　　贵明
《楚昭公疏者下船》是脉望馆抄校古今杂剧之一，本稿以这脉望馆抄本为底本翻译成日
语并作注释。
脉望馆抄校古今杂剧是赵琦美（1563-1624）的故物，其书收入了以下数种不同本子，
有赵琦美录内府本，赵琦美录于小谷本，不知来历抄本。《楚昭公疏者下船》原本是内府本，
有琦美题识（内本录校时万历四十四年丙辰二月廿八日清常道人赵琦美识）而剧附穿关。
本剧共 4 折，正末扮楚昭公。事见《左传》和《史记》，根据史书与传说改编，剧写伍
子胥伐楚，昭公出逃事。
